
問　
育
休
中
、
す
で
に
入
所

し
て
い
る
上
の
子
の
保
育
は
。

答　
生
ま
れ
た
子
が
1
歳
に

な
る
ま
で
は
上
の
子
の
保
育

は
継
続
で
き
る
。

　
生
ま
れ
た
子
が
1
歳
で
入

所
で
き
な
け
れ
ば
年
度
末
ま

で
延
長
で
き
る
。

　
育
休
を
そ
れ
以
上
延
長
す

る
場
合
は
、
入
所
中
の
子
の

退
所
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　
長
く
育
休
を
取
れ
る
企

業
も
増
え
て
い
る
。
育
休
中

は
保
育
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

答　
大
き
な
課
題
と
し
て
検

討
を
進
め
た
い
。

産
後
ケ
ア
を 

 

利
用
し
や
す
く

問　
産
後
、
母
体
を
回
復
し

育
児
支
援
を
受
け
る
産
後
ケ

ア
事
業
。
現
在
は
2
泊
3
日

で
8
万
円
、
1
泊
ご
と
に

4
万
円
の
利
用
者
の
負
担
が

生
じ
る
。
も
う
少
し
手
ご
ろ

な
負
担
で
利
用
で
き
な
い
か
。

答　
10
月
か
ら
新
た
な
施
設

の
利
用
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
る
。
新
た
な
施
設
で
は

１
泊
２
日
で
2
万
1
千
円
の

利
用
者
負
担
と
な
る
。

東
台
小
の
学
校
開
放

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
、
音
楽
室
な
ど
一
般
に
開

放
し
て
い
る
が
、
来
年
度
以

降
は
。

答　
学
校
施
設
の
利
活
用
が

決
定
す
る
ま
で
引
き
続
き
利

用
で
き
る
。
ま
た
、
平
日
昼

間
も
開
放
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

問　
異
常
な
猛
暑
が
毎
年
続

き
、
生
活
環
境
が
変
化
し
て

い
る
。
公
園
に
日
陰
を
増
や

す
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
日
陰
を
増
や
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

問　
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
市
役

所
前
歩
車
分
離
式
信
号
交
差

点
で
の
危
険
性
の
認
識
は
。

答　
看
板
な
ど
で
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
が
、
大
き
な

効
果
は
表
れ
て
い
な
い
と
考

え
る
。

問　
視
覚
的
に

効
果
が
期
待
で

き
る
看
板
を
設

置
で
き
な
い
か
。

答　
看
板
の
内

容
の
改
善
を
検

討
し
て
い
く
。

問　
歩
行
者
用

青
信
号
の
時
間

延
長
や
、
斜
め
横
断
が
で
き

る
よ
う
警
察
に
要
望
が
必
要

で
は
。

答　
有
効
な
手
立
て
を
市
と

し
て
警
察
へ
要
望
し
て
い
き

た
い
。

問　

大
原
緑
道
に
つ
い
て
、

市
道
に
接
す
る
場
所
の
見
通

し
が
悪
く
危
険
と
い
う
声
が

あ
る
。
車
椅
子
は
通
行
で
き

て
、
自
転
車
は
降
車
す
る
よ

う
な
バ
リ
ア
ポ
ッ
プ
を
配
置

で
き
な
い
か
。

答　
バ
リ
ア
ポ
ッ
プ
を
互
い

違
い
に
配
置
し
、
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
認
知
症
ケ
ア
技
法
と
し

て
見
る
・
話
す
・
触
れ
る
・

立
つ
を
四
本
柱
と
す
る
「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
普
及
を
。

答　
市
民
向
け
の
認
知
症
講

座
や
家
族
介
護
教
室
、
小
・

中
学
生
向
け
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
内
容
も
紹

介
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

問　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

（
聴
覚
機
能
の
衰
え
）
対
策

と
し
て
、
聴
力
チ
ェ
ッ
ク
ア

プ
リ
の
活
用
や
耳
ト
レ
の
実

施
を
。

答　
聞
こ
え
の
衰
え
に
関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
や
、
聴
力

の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
気

軽
に
利
用
で
き
る
ツ
ー
ル
と

し
て
そ
の
効
果
を
研
究
し
、

必
要
に
応
じ
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
支
援

問　
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク（
聴
覚
障
が
い
者

ア
ス
リ
ー
ト
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
）の
周
知
は
。

答　
本
庁
舎
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
使
用
し
た
応
援

動
画
の
放
映
、
ま
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
障
が
い
福
祉
課
内
、

大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
を

す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
周
知
啓
発
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
、
大
会
に
向
け
て
認

知
度
向
上
を
図
る
。

市
誕
生
20
周
年
で 

 

お
い
し
い
給
食
の
ア
ピ
ー
ル

加
藤　
恵
一 

議
員

手話でデフリンピックを表現

一 般 質 問

育
休
退
園
の
廃
止
を

民
部　
佳
代 

議
員

問　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

老
眼
鏡
の
よ
う
に
窓
口
に
導

入
し
て
は
。

答　
高
齢
福
祉
課
に
試
験
的

に
１
台
導
入
し
た
。
活
用
状

況
や
他
自
治
体
の
設
置
状
況
、

既
存
の
対
話
シ
ス
テ
ム
の
利

用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の 

 

安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用

問　
学
校
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
周
知
・
啓
発
の
状
況

は
。

答　
毎
年
、年
度
当
初
に
、

文
部
科
学
省
が
作
成
す
る

啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
学

習
を
進
め
て
い
る
。
学
校

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
と

連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き

取
り
組
む
。

元
気
・
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
の
課
題

問　
令
和
7
年
度
事
業
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
課
題

や
取
り
組
み
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
新
規

参
加
者
の
減
少
や
参
加
か
ら

４
年
以
上
が
経
過
し
、
ポ
イ

ン
ト
付
与
が
終
了
し
た
参
加

者
の
活
動
状
況
を
把
握
し
づ

ら
い
と
い
う
課
題
が
見
え
て

き
た
。

　
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
反
映
す
る
な
ど
今
後
の
よ

り
良
い
事
業
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

聞
こ
え
づ
ら
さ
を 

 

感
じ
る
人
へ
の
窓
口
支
援

古
越　
孝
子 

議
員

保育園楽しかったよ

一 般 質 問

認
知
症
の
人
に 

 

寄
り
添
う
社
会
の
構
築

鈴
木　
美
恵 

議
員

円滑なコミュニケーションのために

日
陰
を
増
や
す
取
り
組
み

金
濵　
高
顕 

議
員

バリアポップで安全に

問　
市
誕
生
20
周
年
を
記
念

し
、
市
報
で
学
校
給
食
の
特

集
掲
載
や
展
示
会
を
行
っ
て

は
。

答　
市
報
や
展
示
会
を
活
用

し
、
本
市
の
取
り
組
み
や
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
効
果
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
関
連
す
る
部

署
と
連
携
し
検
討
す
る
。

実
は
古
墳
の
ま
ち 

 

ふ
じ
み
野

問　
古
墳
Ｐ
Ｒ
策
と
し
て
御

墳
印
、
御
墳
印
帳
を
作
成
し

て
は
。

答　
県
で
は
、
８
市
１
町

の
自
治
体
で
御
墳
印
、
御

墳
印
帳
を
発
行
し
て
い
る
。

　
本
市
で
も
市
内
外
の
人

に
広
く
権
現
山
古
墳
群
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
御
墳
印

等
の
印
刷
、
発
行
を
検
討

し
て
い
く
。

移
住
・
定
住
の
促
進
を

問　
移
住
支
援
制
度
や
市

内
企
業
と
連
携
し
て
移
住
就

職
支
援
を
行
っ
て
は
。

答　
今
後
、
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
市
内
外
に
効

果
的
、
戦
略
的
に
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
将
来
に
向
け
て
安
定

し
た
定
住
人
口
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
移

住
・
定
住
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究

す
る
。

おいしいふじみ野給食

問　
生
活
保
護
受
給
者
の
う

ち
本
来
権
利
が
あ
る
年
金
を

受
け
取
れ
て
い
な
い
人
が
い

る
。
年
金
請
求
申
請
を
社
会

保
険
労
務
士
に
委
託
し
て
は
。

答　
年
金
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
専
門
的
な
知
識
や
支
援

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
年
金
請
求

の
申
請
代
行
業
務
を
社
会
保

険
労
務
士
法
人
に
委
託
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
効
率

的
、
効
果
的
な
方
策
に
つ
い

て
年
金
調
査
支
援
業
務
の
導

入
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い

る
。

問　

生
活
保
護
受
給
者
の

住
居
を
安
定
し

て
確
保
す
る
た

め
、
住
宅
扶
助

の
代
理
納
付
を

進
め
る
べ
き
で

は
。

答　
住
宅
扶
助

費
支
給
世
帯
の

約
３
分
の
１
が

代
理
納
付
を
利

用
し
て
い
る
。
令
和
６
年
７

月
か
ら
原
則
代
理
納
付
の
適

用
が
明
示
さ
れ
た
た
め
、
切

り
替
え
を
進
め
て
い
く
。

市
職
員
の
普
通
救
命 

 

講
習
の
受
講
促
進

問　
市
民
の
体
調
の
急
変
等

で
救
急
要
請
が
必
要
な
時
、

職
員
が
適
切
な
対
応
が
で
き

る
こ
と
が
必
要
だ
。
普
通
救

命
講
習
の
受
講
状
況
は
。

答　
毎
年
度
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
全
て
の
職

員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
経
験

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
受
講

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

市民の生命を守るために！

生
活
保
護
行
政
の
改
善

前
田　
広
子 

議
員
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